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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 自転車駐車場運営 所
管

都市づくり部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

交通対策課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

条例・規則

なし

3,442

２５年度

　

自転車駐車場を管理運営することにより、周辺の放置自転車を減らし、通行障害の除去と地域の安全を確保する。

台収容可能台数

（協定による民間駐輪場含む）

4,071

7,294

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

東京都台東区自転車等の放置防止及び自転車等駐車場の整備に関する条例

自転車駐車場管理業務委託、夜間警備委託、
発券機・電磁ロック駐輪システム等保守管理業務委託　他

　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

駐輪場管理運営
（１）自転車駐車場（19か所5,960台）レンタサイクル含む
　　　内訳【定期】自転車3,577台　【一日】自転車2,181台　【レンタサイクル】自転車157台　【時間利用】バイク45台
（２）自転車置場（11か所859台）
　　　内訳【年度利用】自転車859台　　　合計6,819台
（参考）協定による民間駐輪場　500台
　　　内訳【定期】自転車400台　【一日】自転車100台

台

 [施　　策]

自転車利用者

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

7,327

3,200

6,594

3,332

7,319

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

係員の業務を施設ごとに常駐と巡回に分けるほか、時間帯や時期によって係員のポスト数を増減させ、事業
の効率化を図っている。効率性

4

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 71,660 81,628 77,125

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

放置自転車を減少させるため、収容可能台数を増やし、管理運営する必要がある。

維持

評
価
結
果

駅前放置自転車台数は減少傾向（対前年度比110台）にある。

4 管理運営方法は適切であるが、収容可能台数が不足しているため、自転車駐車場等を整備する必要があ
る。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

放置自転車を減少させるため、駅周辺の収容可能台数を増やし、管理運営する必要がある。

使用料改定。自転車駐車場7か所で一日利用2時間無料を開始。稲荷町自転車駐車場を整備。

目的達成度 4

必要性

15,339

182,318 180,910

4,025

203,004 202,693

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

124,932

0 636

121,376

186,343 187,354

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

駅前放置自転車台数

指標の名称

16,661

6,444

187,577

　決算額　　(単位：千円) 175,426

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

12,151

175,414

12

115,917

0


